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＜連絡事項＞

· 本日、三上Ｄｒ休みの為、電話にて処方確認しています。右足が痛いとのことで今週は休む予定です。処方など急ぐ物は電話で確認しましょう。

· Ｃユニットのトイレつまりがあり、修理しています。前回と同じく、おむつパットがつまっていた可能性があります。患者様がつまらせてしまったとも考えられるので、おむついじりや徘徊の多い患者様は、所在の把握を注意し、また、日中のパット使用をなるべく行なわないなど、パットの使用方法を排泄担当者は検討して下さい。

· Ａユニットの金魚の餌は、水が汚くなりやすいので少なめにお願いします。患者様に行なって戴く場合は、餌を缶ごと渡すのではなく、手やスプーンに少量渡すようにして下さい。

· Ｄのパソコンがフリーズしやすい為、サーバーを交換しました。前回のサーバーの中に個人的なファイルを保存していたスタッフは、保存場所をＷＩＺへ移動して下さい。

＜患者様連絡事項＞

高橋　　良一様～５/２４（水）9:00～介護認定調査あります。

森越　　義夫様～合成抗菌剤　3×1　7日分追加処方となっています。その後、胸部X-pを撮りその後の処方を検討する予定とのことです。

浜中　トキエ様～５/１８採血の結果、ＣＲＰ7.0と高値の為、合成抗菌剤　3×1　4日分処方となっています。（田名部Ｄｒ処方）発熱の他、咳嗽やむせこみなど呼吸器系の症状も観察して下さい。

＜転倒・転落のリスクについての検討＞

前野　　好三様～足の運びが悪くなっています。ポータブルトイレや歩行器の使用も検討していますが、歩行器使用すると上体のみ進んでしまい危険だと思い、見合わせています。ポータブルトイレの空きを確認し、夜間だけでもポータブルトイレの使用を検討していきます。

鳥谷部　国光様～左足が完全に前に進まない状態になることあり、特に朝方なることが多いです。立位保持も困難な状態です。突然立ち上がると危険な為、常時見守りを続けるようにして下さい。又現在足が尖足傾向です。日中ややかんのオムツ交換時足関節の運動を取り入れて行きましょう。

吉田　　福松様～歩行時、左右へのふらつきみられるも転倒はありません。徘徊多い為、歩行の見守りや所在確認をお願いします。

三浦　　トシ様・長根　　矢一様

～視力の低下がある為、歩行の際に周りのものが見えないというリスクがあります。環境整備を徹底し、足元につまずくようなものが無いようにしましょう。

市橋　　ひで様～物を触りながら徘徊し、前方に注意が行っている為、足元に障害物があっても気付かず転倒してしまうリスクがあります。環境整備を徹底しましょう。

近々、「転倒・転落防止に関するアセスメントツール」というものを使用していきます。

入院時の意識状態、疾病の程度、転倒・転落の既住、ＡＤＬ、理解力の低下、動作の緩慢さ、心理状態などの項目が点数によって危険度を確認できる「転倒・転落アセスメントスコアシート」と、各危険度に応じた標準対応策を示した「転倒・転落の危険度別対応策」を使用します。（詳細は別紙参照）

＜患者様ＮＣＰ評価＞

中森　みや子様～５/１４頃より大声での独語、トイレこもり、壁を叩く行為みられています。

　　　　　　　　　　　　本日は易怒的となることはありませんが、窓際での独語みられています。

　　　　　　　　　　　　昨日（５/１７）より、精神病薬追加処方となっております。

ケアプランの修正

♯１．精神状態悪化により、他者とのトラブルがある

Ｐ１-①独語、易怒性など、精神状態の観察

　　　②独語、幻聴様発言みられる場合は介入

　　　③介入の際は、否定も肯定もせずに、刺激するような対応は避ける

　　　④夜間の睡眠状態の観察をし、不眠の場合は出来る限りベッドで臥床して頂くように促す

　　　⑤幻聴ある時は、場所を移動するよう促してみる

　　　　　例）「何か聴こえるなら、別な場所へ移動してみてはどうですか？」など穏やかに対応しましょう。

